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6)石毛 ･ラドル [1990]によれば,東北部はタイの中で塩辛 (pladaekもこれに含まれる)やナレズシ














































































tom もkaengと同じく,具材を香草,香辛料とともに鍋で煮た ｢煮物｣である｡ 印象として
は,kaengよりも淡白で簡潔な料理に見える｡
この tom というカテゴリーがあるせいで kaengの定義が一層難しくなる｡tom とは字義通












hoamや som は省かれることもあるという点を指しているのだろう｡ 少なくともこの村人の説
明は,tomがkaengよりも簡略な料理と捉えられていることを示している｡料理をしている村
























たものである｡ ほとんどが ｢肉｣,という賛沢な料理である｡ 牛や鶏をつぶしたり野獣を獲った
































tam とは ｢抱く｣という意味であるo 料理のカテゴリーとしては,主な食材にトウガラシや



































































データである｡動物性蛋白については,｢噛乳類 ･僻虫類 ･鳥類｣｢両生類 ･魚類 ･貝類 ･エビ･
カニ｣｢昆虫｣に分けた｡この内,｢晴乳類 ･伸虫類 ･鳥類｣は主に森で狩猟によって得られる































()j](2∴iG) 8月(1.85) 9月(2.13) 2月(1.53) 3月(1,47)
図 卜1 主な食材の種類毎の割合と季節変化
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表 1 サティアン家の料理データ :6月 (全33回の食事)
晴乳類 ･僻虫類 ･鳥類が主な食材の料理


































両生類 ･魚類 ･貝類 ･エビ･カニが主な食材の料理



































































料 理 名 回数 主な食材の由来
kaengnomai タケノコの kaeng
makkhuea makkhuea(ナスの -種 :LinocierlaParkinsonii)の実 :
生で (phak)





kaengkhilek khilek(タガヤサン :Cassiasiamea)の葉の kaeng
kathin イピルイピルの幼芽:生で (phak)
hoamhusuea 生で (phak)

































野菜 (phak:後述)として taengching(マクワウリの仲間 :Cucumismelo),kathin(イピ






表 2 サティアン家の料理データ :8月 (全39回の食事)
晴乳類 ･佃虫類 ･鳥類が主な食材の料理







































両生類 ･魚類 ･貝類 ･エビ ･カニが主な食材の料理
















































































ノコ料理が 7回含まれている (kaengnomaiが 5回,nomaitom が 2回,生のタケノコだけ

















表 3 サティアン家の料理データ :9月 (全23回の食事)
晴乳類 ･爬虫類 ･鳥類が主な食材の料理






両生類 ･魚類 ･貝類 ･エビ･カニが主な食材の料理








koihoai hoaichup(オニノツノガイ科 ･カニモリガイ科)の koi
ponkop kop(カエル :アカガエル科)の pon






















料 理 名 回数 主な食材の由来
maengkhap maengkhap(BelionotaPrasina;タマムシ科):妙ったもの 1 森
植物が主な食材の料理















ササゲマメ :生で (p九ak) 3
茄でたタケノコ 2






































































































































































































































表 5 サティアン家の料理データ :3月 (全30回の食事)
輔乳類 ･爬虫類 ･鳥類が主な食材の料理











両生類 ･魚類 ･貝類 ･エビ ･カニが主な食材の料理


















































































































































Ⅴ 狩猟 ･漁労 ･採集- 食材採取の行動
Ⅴ-1 採集 ･漁労 ･捕獲
採集 ･漁労 ･捕獲と狩猟では,行動の性質に若干違いがある｡ ここではまず,採集 ･漁労 ･
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